「ありがとう」と言わない重さ ①
―三つの言語圏の人になりきって、100秒間のお芝居をつくってみよう―

[image: image1.emf]
三年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　
①４～６人グループをつくろう
　　
②次の中から、お芝居にするシーンと配役を選ぼう　
　　
· シーン１　「先生との別れ・再会」
[image: image2.emf]　　　登場人物４人
　　・筆者（呉人恵さん）　　　　　　　…（　　　　）
　　・友人の留学生　　　　　　　　　　　…（　　　　）
[image: image3.emf]　　・筆者に個人教授をした大学の先生…（　　　　）
　　・筆者のフィアンセ（トゥグスさん）…（　　　　）
　　【前半シーン】筆者と友人が先生におせんべつを
　　　　　　　　　さしあげる（教科書169ページ）
　　【後半シーン】先生が筆者とトゥグスさんを訪ね
　　　　　　　　　てくる（教科書170ページ）
[image: image4.png]


　　　【後半シーン】で必ず入れるセリフ
　　　　「沸いたお茶は黒砂糖になれ」
　　　　※自由なストーリーでお芝居にしてみよう
　　　★ポイント…「沸いたお茶～」はどんな意味かな？
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· シーン２　「娘の誕生日会」
　　　登場人物５～６人
・お父さん（日本人）　　　　　　　　…（　　　　）

　　・お母さん（モンゴル人）　　　　　…（　　　　）
　　・娘　　　　　　　　　　　　　　…（　　　　）
　　・娘の友達（アメリカ人留学生を含む）２～３人
…（　　　　　・　　　　　・　　　　　）
　　
　　　必ず入れるセリフ
娘の友達「なにか変じゃない？　ありがとう
　　　　ぐらい言ってもよさそうなものだけど」
※自由なストーリーでお芝居にしてみよう
　　　 ★ポイント…「娘」はどんな立場かな？
③セリフや動作はアドリブで、100秒間ほどのシーンをまず演じてみよう





※アドリブ…台本にないセリフをその場で状況に合わせてしゃべること





④いいと思うセリフがあったら、書きとめておこう

















⑤発表するお芝居のタイトルを決めよう





★わたしたちの100秒間劇場★








